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お 知 ら せし ま す

9年度決算の主な内容
9 年度の決算がまとまりましたので、

その概要をお知らせします。
一般会計の決算額をみますと、歳入・

歳出とも8 年度に比べてマイナスとなり、

6年度以降4 年連続して前年度に比べて
減という結果になりました。
この決算は第3 回区議会定例会におい

て審査されています。

・
一
般
会
計
歳
入
(
2
千
&
億
円
)
　

9
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
8
年
度
よ

口
お
億
円
(
1
・
6
%
)
の
減
で
2
千

層
丙
y
な
り
ま
し
た
。

「
財
源
別
歳
入
決
算
額
」
ク
ラ
フ
よ

を
み
ま
す
と
、
使
い
み
ち
が
特
定
さ
れ

な
い
一
般
財
源
は
8
年
度
よ
り
5
9億
円
(
4

・
9
%
)
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
に
占
め
る
一
般
財
源
の
割
合
は
6
3

・
4
%
で
8
年
度
膏
う
9

ポ
イ
ン
ト

上
回
n
ま
し
た
。
特
別
区
税
は
特
別
減

税
の
復
元
に
よ
り
4
1億
円
(
1
0・
4
%
)

の
増
、
特
別
区
交
付
金
は
2
6億
円
(
3

・
5
%
)
の
瑙
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
使
い
み
ち
が
限
定
さ
れ
る
特

定
財
源
は
9
2億
円
(
u
・
2
%
)
の
減

で
す
。
歳
入
に
占
め
る
特
定
財
源
の
割

へ
ほ
3
6
・
6
%
で
8
年
度
を
3
・
9
ポ

イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金

は
2
1億
円
(
1
0・
5
%
)
の
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
繰
入
金
は
3
6億
円
(
3
6・
8
%
)

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
財
産
収

入
は
3
2億
円
(
9
1・
6
%
)
の
豕
ζ
な

り
ま
し
た
。
財
産
収
入
の
減
少
は
、
土

地
売
却
収
入
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

亜
一
般
会
計

歳
出
(
1
千
9
7
4
億
円
)
　
9

年
度
の
歳
出
総
額
は
、
8
年
度
よ

ひ
1
0億
円
(
o
・
5
%
)
の
苓
な
り

劣
し
た
。

「
性
質
別
歳
出
決
算
額
」
(
グ
ラ
フ
2
)

で
み
嫐
y
と
、
義
務
的
経
費
は
、
8
年

度
よ
り
2
8億
円
(
3
・
I
艶

の
増
と

な
り
ま
し
た
。
歳
出
決
算
額
に
占
め
る

義
務
的
経
費
の
割
合
は
4
7・
9
%
で
8

年
度
を
I
・
ア
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。こ
れ
は
。
職
員
の
給
与
な
ど
の
人

件
費
は
8
年
度
よ
ひ
わ
ず
か
に
減
り
ま

し
た
が
、
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費

が
3
4億
円
(
9
・
4
%
)
の
増
、
特
別

区
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
公
債
費
が

冫
億
円
(
1
・
5
%
)
の
瑯
な
ど
に
よ

り
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
よ
り
1
3
1億

円
(
3
8・
O
%
)
の
大
幅
減
と
な
り
、

歳
出
決
算
額
に
占
め
る
割
合
は
1
0・
8
%

で
6
・
6
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た

投
資
的
経
費
は
、
区
画
整
理
事
業
、
公

共
下
水
道
の
整
備
、
地
区
環
境
整
備
事

業
、
生
涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設
、
公

園
用
地
の
購
入
な
ど
社
会
資
本
を
形
成

す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
足
立
区
の
財
政
状

況
は
厳
し
い
状
態
に
あ
り
、
義
務
的
経

費
の
増
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
国
や
都
で
も
様
々
な
歳
出

削
減
に
向
け
た
方
策
を
y
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
後
も
効
率
的
で
健
全

な
財
政
の
運
営
に
努
め
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
康
司

表1 特別会計決算額 (億円)

グラフ1 財 源 別 歳 入 決 算 額

グラフ2 性 質別歳出 決算額

グラフ3 目的 別歳出 決算額

表2　9 年度に行った主な事業 ( 百万円)本
決
算
は
区
議
会
で

審
査
さ
れ
て
い
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は

予
算
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

決
算
Q
&
A

Q

い
ろ
い
忝
な
数
字
が
並
ん
で
い
ま

す
が
、
決
算
と
ほ
何
か
よ
く
分
か
n
ま

せ
ん
。

A

簡
単
に
い
ぇ
ば
、
9
年
度
の
足
立

区
の
す
べ
て
の
仕
事
の
結
果
を
薮
字
で

表
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

Q

決
算
の
意
義
は
7
・

A
決
算
は
、
予
算
の
執
行
の
実
績
を

示
し
て
、
計
喞
翁
り
に
執
行
さ
れ
た

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
る
資
料
で
す
。
区
議
会
や
区
民
の
皆

さ
ん
が
区
政
牽
百
ツ
ク
す
る
た
め
の

重
要
な
資
料
と
い
つ
」
と
に
な
り
嫐
y
。

Q

裡
質
別
歳
出
決
算
額
」
(
グ
ラ

フ
2
)
の
義
務
的
経
費
戸
ほ
ど
う
い
う

も
の
で
す
か
?

A

法
令
の
規
定
あ
る
い
は
性
質
上
支

出
が
義
務
づ
け
ジ
れ
て
お
り
、
任
意
に

削
減
す
る
こ
と
の
で
忝
な
い
経
費
で
す
。
Q

義
務
的
な
経
費
が
増
え
る
と
ど
う

な
る
の
で
す
か
?

A

歳
出
総
額
に
占
め
る
義
務
的
経
費

の
割
合
が
高
く
な
る
と
、
ほ
か
の
経
費

に
充
て
灸
財
源
の
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
、

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
鳶
稾
す
。
足
立

区
の
財
政
に
弾
力
性
が
あ
る
か
ど
冫
か

夲
匍
断
す
る
目
安
に
な
口
ま
す
。

Q
9

年
寞
は
具
体
的
に
ど
の
ぷ
冫
な

仕
事
を
し
た
の
で
す
か
?

A

「
9
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業
」
(

表
2
)
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ヽ
に覧
ぐ
だ
さ
い
。

Q

一
般
会
計
以
外
に
は
、
ど
の
ぶ
つ

な
会
計
が
あ
る
の
で
す
か
?

A

特
別
の
事
業
に
つ
い
て
一
般
会
計

か
ら
区
分
し
、
そ
の
収
支
釁
別
個
に
経

理
す
る
特
別
(
罸
が
あ
り
ま
す
。
足
立

区
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
、
用
地
特
別

会
計
の
1
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

決
算
額
は
、「
特
別
会
計
決
算
額
」
(
表

工

の
と
お
り
で
す
。

Q

「
性
質
別
歳
出
決
算
額
」
(
グ
ラ

フ
2
)
の
投
資
的
経
費
と
は
ど
う
い
う

も
の
で
す
か
。

A

道
路
、
公
園
、
学
校
な
ど
の
社
会

資
本
の
整
備
に
要
す
る
経
費
で
す
。

(予
算
課
)

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
消
費
者
セ
ン
タ
ー
特
集
/
区
功
労
者
表
彰
/
小
出
町
か
ら
/
水
道

局
足
立
東
営
業
所
/
学
校
ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
掲
示

板
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8
面
▽
マ
マ
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ 　
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保
健
福祉
ガ
イ
ド

(親)
(乳)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

・
9

医
療
証
の
現
況
届

W
9
哲
に
現
況
届
を
唇
代
汞
y
。

こ
れ
は
@
医
療
証
を
便
っ
て
い
る
方
の

資
格
の
確
驟
と
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
証
の
確
認
の
た
め
に
必
要
で
す
。

必
要
事
項
受
記
入
し
、
保
険
証
の
コ
ピ
1

夲
添
付
り
つ
凡
、
必
ず
1
0月
3
1日
ま

で
隘
4
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況

届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
U

芬
の
S
医

療
証
を
お
送
り
で
膏
稾
せ
ん

・
○
医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

I
歳
以
上
、
就
学
前
で
対
象
夊
茗

方
の
器
匡療
証
を
1
月
1
6日
に
発
送
し

ま
し
た
。
所
得
超
過
瓦
ど
に
よ
り
、
対

象
夂

武
な
か
っ
た
方
等
へ
の
通
知
も

同
時
に
発
送
し
ま
にた

。

―
歳
禾
満
の
の
医
療
証
は
9
月
2
4
日

に
発
送
し
ま
し
た
。
1
0
月
以
降
に
受
診

す
る
と
霪
は
、
必
ず
釈
し
い
医
療
証
を

医
療
機
関
の
窓
口
に
僭
y
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
(
負
担
者
番
号
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
)

※
保
険
証
や
ご
家
族

の
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い

問
先
卜
児
童
医
療
係

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

・
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
目
2
0歳
禾
禹
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
垈
灸
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方・
:知
的
障
害
で

「愛
の
手
帳
」
―
～
3
麑
/
身
体
障
害

で
「身
体
障
害
者
手
樂
」
―
・
2
級
/
-

※
所
得
制
限
が
あ
り
巫
一
。
児
慕
施

設
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん

手
当
月
額
=
1
万
5
千
5
0
0円

・
特
別
児
窶
扶
養
手
当
薊
度

対
象
目
2
0
歳
禾
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
[
身
体
障
害
者
手
帳
I

A

級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳
I
A

度
(
―
度
は
診
断
書
が
必
要
)
〕
を
も

つ
児
童
刄
秡
養
し
て
い
る
方

※
次
に

該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
=

・所
得
が
限
度
額
以
上
/
證
璽
が
施
設

に
入
所
し
て
い
る
/

児
童
が
障
害
を
理

申
と
す
る
公
的
年
金
の
受
給
資
格
者

手
当
月
額
日
重
度
・
:
5
万
1

千
2
5
0円
/

中
度
・
:
3
万
4

千
1
3
0円

i

い
ず
れ
も
卜
厂

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
ひ
豕
歹
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い

申
・
問
先
卜
児
童
早
当
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

・

児
童
扶
養
手
当

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
5

年
t
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9
歳
H
ヵ
月
ま

で
)

を
餐
育
し
て
い
る
毋
ま

た
は
養
育

者
で

、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
・・・
離

婚

、
死
亡

、
生
死
不
明
/
1

年
以
上
の

遺
棄
ま
だ
は
1

年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
不
在
/

婚
姻
に
よ
う
な
い
で

牛
汞

れ
た
児
童
で

、
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
て

も
、
養
育
さ
れ
て
い
な
い
/

父

に
重
度
の
障
害
が
Iの
る
(

身
障
壬

唄
―

・
2
級
程
度
)

※
支
給
が
制
限
さ
れ

る
場
合
…
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ

る
(
本
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
/

児
童

が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受

給

、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
ぐ
な

っ
て
い
る
/

児
筑
m
一
施
設
に
入
所
し
て

い
る
/

昭
和
6
0
年
8
月
1

日
以
降
に
支

給
要
件
に
該
当
す

ぷ
つ
に
な
っ
た
方

が
i

年
以
上
請
求
い

な
か
っ
た
と
き

手
当
額
(

月
額
)

卜
全
額
支
給
対
象
者

・・・
4
万
2

千
1
3
0円/

一
部
支
給
対
象
者

・
:
2
万
8
干
1
9
0円
/

児
童
が
複
数
の
と

き
の
冫
人
目
・・・
5
千
円

。
叉

目
以
降

…
3

千
円
を
加
算

亜
児
童
育
成
手
当

対
象
卜
昭
和
5
5
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
を
養
苣
し
て
い
る
方
・
:
父
母
が
離

婚
/
父
ま
応
ほ
毋
が
死
亡
あ
る
い
は
、

生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
政
膃
が
法

令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
`
害
れ
て
い
る

/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
衷

缸

児
童

で

、父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、養
育

さ
れ
て
い
な
い
/
父
袤
に
は
母
に
重
度

の
障
害
が
苳

な
(
身
体
障
害
者
手
帳
―

・
一

級
)
手
当
額
卜
月
額
1

万
3

千
5
0
0円

-

い
ず
れ
も
匚
L匚

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

。
児
重
が
施

設
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん

。
状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も

の
が
異
な
2

紊

の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
・
問
先
日
譛

鞏

当
係

時
は
今
、
継
続
雇
用
の
6
5歳

1
0月
は
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

・

キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
(

高
年
齢

者
就
職
面
堡
=
)

企
業
と
中
高
年
齢
者
の
方
々
が
一
堂

に
会
す
る
、集
団
見
合
い
方
式
に
よ
る

就
職
面
接
会
で
す
。日
時
卜
1
0
月
1
5

日
閑
、午
後
1
時
～
t
時
場
所
=
す

み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
(
塁
田
区

吾
妻
橈
1
-
2
3
-
2
0
)

・
高
年
齢
者
再
就
職
援
助
セ
ミ
ナ
ー
　

高
年
齢
で
、
働
く
希
望
否
お
持
ち
の

方
や
失
業
中
の
方
の
萬
説
職
を
支
耀
T

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
日
時
等

ト
マ
1
0
月
2
0
日
当
午
後
L
時
3
0
分
～

4
時
・・・
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
(

荒
川
区
荒

川
1
-
1
-
1
)
只
…
耳
淤
日
㈹
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
・
・
・
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ・

高
年
齡
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

企
業
に
お
い
て
高
年
齢
者
の
雇
用
を

進
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
日

時
日
1
0
月
2
1
日
團
、
午
後
し
時
迴
T

t
時
3
0
分
場
所
=
ム
ー
ブ
町
屋
(
荒

川
区
荒
川
7
-
5
0
-
9
)

-

い
ず
れ
も
卜卜

申
込
卜
一
`
話
申
・
問
先
卩
在
宅
調
箒

係
豕
5

跫

立
公
共
職
業
安
定
所

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

難
病
患
者
福
祉
手
当

対
象
疾
病
の
追
加

「
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
「
ウ

ィ
ル
ソ
ン
郷

「
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性

多
発
神
経
き
「
骨
髄
線
維
察

の
4

疾
訶
奮
于
当
の
対
象
と
し
て
追
加
し
ま

し
た
。

こ
の
疾
病
に
該
当
す
る
医
岔
羃
お

持
ち
の
方
は
、
福
柾
事
務
所
(
表
1
)

に
手
当
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ほ
か
の
手
当
と
併
給
は
で
孝
ま
せ
ん

問
先
卜
福
祉
事
務
所
、
在
宅
福
祉
係

表1 福祉事務所一覧

7
0歳
か
ら
は
だ
れ
で
も
老
人
保
健

7
0歳
(
一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

は
6
5歳
)
以
上
の
方
は
、
皆
さ
ん
が
老

人
保
健
医
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
受
診
す
る
と
き

医
療
機
関
で
受
藍
三
と
き
は
、「
保

険
証
」と
一
緒
に
、老
人
保
健
の
「
医
療

受
給
者
証
」
を
必
ず
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
支
払
う
金
額
・・
表
2

・
人
工
透
析
を
し
て
い
る
慢
性
腎
不
全

の
方
、
血
友
病
の
方
の
減
額

入
院
時
の
一
部
負
担
金
の
限
度
額
が

1
万
円
に
安

議

定
証
を
発

行
し
ま
す
。

・

入
院
食
事
代
の
減
額

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

の
方
は
、
入
院
食
事
代
が
減

額
さ
れ
る
認
定
証
を
発
行
し

嫐
歹
。

・

医
療
費
が
昃
り
ま
す

次
の
ぷ
7

な
と
き
、
申
請

に
よ
り
、
支
払
っ
た
医
療
費

が
戻
ひ
ま
す
。

マ
医
師
が
必
要
と
・認
め
た
コ

ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
装
具

代
を
支
払
っ
た
と
き

▽
緊
急
の
と
き
や
、
稔
竹
中
な
ど
、
や

む
啻
兄
な
い
理
由
で
、
医
療
受
給
者
証

盆
笄
ず
に
治
療
を
客
リ
た
と
き
(
一

部
負
衵
亟
は
も
ど
り
ま
せ
ん
)

・
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
と

き
交
通
事
故
や
障
害
事
件
な
ど
第
三
者

(
加
害
者
)
か
ら
受
け
た
傷
病
で
も
、

申
請
に
よ
り
、
医
療
受
給
者
証
で
受
診

で
き
る
場
合
が
あ
口
t
夛
。
問
先
卜

医
療
助
成
係

表2 支払い金額一覧 《外来》

《入院 》

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

'・
例

申
込
・・・
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

凡

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
Q
&
A

第3 回

保
険
料
の
納
付
は
?

保
険
給
付
の
対
象
者
は
?

Q
I
.
介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
だ
れ

が
ど
の
ぶ
7
に
集
め
る
の
で
す
か
?

A
I
-
。
第
L
号
被
保
険
者
貼
歳
以
上

の
方
)
の
う
ち
、
一
定
額
以
上
の
年
金

受
給
者
は
、
年
淞
か
ら
の
天
引
き
に
な
2

チ

。
ま
た
、
年
金
支
給
が
な
い
方
、

一
定
額
に
湃
だ
な
い
方
、
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
の
受
給
者
は
、
口
座
振
替
等

に
よ
り
保
険
者
で
あ
る
区
に
支
払
い
ま

す
。第

2
号
被
保
険
者
(
4
0歳
以
上
6
5歳

未
満
の
方
)
は
、
現
在
支
払
っ
て
い
る

医
療
保
険
料
弖

緒
に
徴
収
し
ま
す
。

会
仙
な
ど
の
健
康
保
険
で
は
、
保
険
料

は
事
業
主
と
折
半
に
な
り
、
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
は
直
接
の
介
護
保
険
料
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険

で
は
、
保
険
料
と
同
額
の
公
費
負
担
が

あ
り
、
4
0歳
か
ら
6
4歳
の
世
帯
員
分
を

世
帯
主
が
納
付
に
筆
歹
。

な
お
、
保
険
料
は
、
健
康
保
険
料
等

と
同
様
に
、
所
得
税
法
上
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
衫
冐
乖
歹
。

*
*
*

Q
2
.
ど
9

夊
な
人
が
保
険
給
付
の

対
象
に
な
9

手
か
。

A
2
.
ね
た
き
り
、
廊
ほ
う
な
ど
で
常

に
介
濁
蔘
必
要
と
す
夂
荻
態
(
要
介
護

状
態
)
に
な
っ
た
り
、
常
時
の
介
護
ま

で
は
必
要
な
い
が
、
家
事
や
身
に
た
ぐ

等
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状
態
(

要
支
援
状
態
)
に
な
っ
た
と
責

介

謨
保
険
か
ら
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
章
豕
す
。

第
1
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
を
問
い
ま
せ

ん
が
、
第
2
脣
被
保
険
者
は
、
厚
生
省

で
定
め
る
加
齢
に
伴
う
特
定
の
疾
病
に

よ
る
燮
審
保
険
給
付
の
対
象
と
し
ま

す
。な

お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
要
介
護

認
定
の
串
請
が
訟
脣
で
す
。

次
回
は
、
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
H
介
護
保
険

課

選挙豆知識
寄附の禁止

スポーツ大会
を
ヽ
し
こ
権
止
受
り
と
ヽ
の
挙
局
者
や
際
る
E
一
民
淬
を
お
る
い

I
選
務
こ
E
r
ぷ
昌
訌
踪
J

″
皿
な
欝
ま
乙
`
こ
こ
'
回
ら
明

暎
の
・
・
い
る
挙
が
止
を
印
取
ヽ
う
忝
位
会
作
一
賞
て

れ
選
禁
附
・
け
て
ょ
砌
　
内
ツ
や
れ
一
一
一
皿
も
寄
す
受
っ
し
管

等
w
一
プ
さ
一
一
一
有
と
に
ま
`
守
ま
s
　

カ
ポ
ッ
止
罰
権
す
`
こ
等
れ
い
を
し
選
鶚
昌
豐
雪
晉
回
驚
豐
　

含
各
四
と
し
健
さ

け

処
求
ル
を
回

駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0月
22
日
～
31
日

環
境
に
や
さ
し
い
は
ず
の
自
転
車
が

放
置
さ
れ
、
駅
周
辺
等
の
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
原
因
ど
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
困
り
ま
す
。
自
転
車
置

き
ざ
り
知
ら
ん
ぷ
忿

奮
『

標
語
に
、

都
内
一
斉
に
第
1
5回
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま

す
。
期
間
中
は
、
北
千
住
駅
を
ほ
じ
め

と
す
る
区
内
主
要
各
駅
頭
で
、
放
置
自

転
車
だ
け
で
な
ぐ
。違
法
駐
車
に
つ
い

て
も
啓
扇
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
や
違
法
駐
車
の
一
掃
に

は
区
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

駅
に
近
い
方
は
で
夸
芻
胼
歩
く
ぷ
つ

に
し
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
や
自
動
車
を

利
用
す
る
方
は
、
決
め
叭
れ
た
場
所
に

止
め
忝
ぷ
つ
に
し
声
じ
ょ
う
。

問
先
卜
自
転
車
係

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
が
あ
る
方
と
一
緒
に
祭
り
を
つ

く
り
あ
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
皆
洵
ん
と
交
流
し
、
楽
し
い
一

日
鶯
蜀
」
し
ま
し
ょ
う
。
日
時
卜
H

月
8
日
㈲
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

対
象
卜
高
校
生
以
上

内
容
卜
通
所
者

介
助
、
イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
等

申
込
卜

電
話

期
限
卜
1
0月
2
3日

場
・
申
・

問
先
卜
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

容
『
5
6
9

』
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催

「
仲
間
を
つ
く
ろ
う
」

今
年
も
、
こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
や

新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
、
盛
大
な
お
祭
n
を
閧

憚
蚤
す
。
日
時
卜
1
0
月
2
5
日
面
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
内
容
ト
シ
ル

バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ーダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
・
音
楽
会
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
流

し
踊
り
・
太
鼓
・
售
房
な
ど

※
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

・
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

申
込
卜
電
話

期
限
卜
1
0月
1
5匯

-

い
ず
れ
や

卜

場
・
申
・
問
先
卜
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
り£

・ボランティア養成講座期間- 10月31日～12月19日、隔週十曜日午後5回内容心身障害児・者へのボランティアについて定員- 20人期限-
10月19日 ※ 申込方法などくわしくはお問い合わせを 場・申・問先= 都立城北養護学校 　3883- 了271
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精
神
保
健
講
演
会

家
族
と
と
も
に
歩
む
精
神
科
医
療
の

昔
・
今
・
こ
れ
か
ら

日
時
八
1
1
J
月
6
日
丗
、
午
後
2
時
A

時
3
0分

場
所
凵
竹
の
獗
セ
ン
タ
ー

講
師
卜
旭
ク
リ
ニ
ッ
ク

平
山
正
実
医

師

宿
負
卜
4
0人
(
先
着
順
)
申
込
卜

電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
保
健

指
導
係

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

女
性
保
健
セ
ミ
ナ
ー

「
と
き
め
き
思
秋
期
」

5
0代
の
あ
な
た
へ

自
分
の
か
ら
だ
の
変
化
や
住
恚
?
」

冫
答
置
拿

」と
に
よ
り
、
豊
か
に
生

き
る
こ
と
を
学
瑟
ロ
ネ
y
。日
時

等
日
表
3

対
象
卜
4
0
8
5
0
代
の
女
性

定
員
卜
3
0人
(
先
着
腸

費
用
日
無

料

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
千
住

保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3 女性保健セミナー

両
親
学
級

も
う
す
ぐ
パ
パ
と
マ
マ
に
な
る
あ
な

た
、
赤
ち
ゃ
ん
夲
迎
え
る
た
め
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
H
W

鳬
日
窗

午
後
L
時
3
0分
～
4
時

対
象
日
妊
娠
5

ヵ
月
以
降
の
方
と
そ
の
配
偶
者

内

容
=
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
こ
ろ
(
心
理
相
談

員
)
/
出
産
と
子
育
て
体
験
談
/
パ
パ

の
沐
(
も
く
)
浴
体
験

定
員
H
3
0人
(

先
着
順
)

申
込
日
電
話

場
・
申

・
問
先
卜
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
了
了

1
0年
度
千
住
健
康
楽
々
大
学

日
時
卜
1
0
月
召
栄
、午
後
1
時
叩
分

A
時
3
0
分
対
象
H
区
内
在
住
の
方

内
容
日
屆
餮
隼
「切
に
牛
頁
る
こ

と
尽
夭
切
に
～
死
に
対
す
る
教
育
か
ら

人
生
設
計
を
考
况
る
～
」・
ふ
ん
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
現
場
か
ら
生
き
る

こ
と
を
考
え
る

講
師
=
安
達
勇
氏
(

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
内
科
医
長
)

定
員
凵
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
凵
無

料

申
込
=
電
話

塲
・
申
・
問
先
卜

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

膠
原
病
講
演
会

「
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
の
治
療
と
日
常
生
活
」

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
と
ほ
、

ど
ん
な
病
気
で
し
ょ
公
貿
・

ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
?

こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
を
考
凡
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
H
1
1月
4
日
團
、

午
後
2
時
～
4
時

対
象
u
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
L
ア
ス
の
患
者
お
よ
び
家
族

講
師
卜
橋
本
博
史
氏
(
順
天
堂
大
学
医

学
部
病
膠
陬
内
科
教
授
)
費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ

申
・
問
先
卜
江
北
保
健
相
談
所
　

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

10年度江北健康大学
「自立した生活をめざして」
素敵 に年をと るには、ど うし たら

いい の?21 世紀 に向けて の健康生
活を一 緒に考え てみません か? 日
時等= 表4 対 象= 全回参 加でき る
方 定員=40 人( 先 着順) 費 用=
無料 申 込= 電 話 場 ・申 ・問 先=
江北 保健相 談所 　3896- 4004

高
脂
血
症
予
防
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
が
気

に
な
る
あ
な
た
、
毎
日
の
生
活
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時
H
1
1月
4

日
出
、1
1
(
日
團

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0

分
A

時
3
0分
(
2
日
制
)

内
容

ト
マ
ー
日
目
上
咼
脂
血
屁
と
は
/
食
事

で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
工
夫

▽
2
日
日
】・・・
手
軽
に
で
き
る
運
動

定

員
卜
5
0人

申
込
卜
電
話
(

先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
卜
東
和
保
健
相
談
所
　

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表4 江北健康大学日程

ワンポイント 健康術

【自宅でできる上半身の筋力アップトレーニング】

今回は、前回の下半身強化とは逆に、上半身を鍛えることのできる筋
力トレーニングをご紹介します。この運動は、主に腕・肩を中心とした
トレーニングで、ダンベルやペットボトルなどがあればさらに効果的で
す。どこの部分を剌激しているか感じながら行うことが大事なポイント
です。毎日の生活の中に取り入れてみませんか!

① スタンディングプッシュアップ
(壁を利用しての腕立て伏せ)

足
を
肩
幅
に
閧
き
、両
手
稾
鑒
に
つ

け
た
姿
勢
?
励
蒭
曲
げ
応
ひ
俥
ぱ
じ
た

n
晋
る

。
※
深
く
曲
げ
る
必
要
は
あ
り

ま
廿
ん
)

☆
効
果
部
分
・・・
卜
麗
・
胸

②プ ッシュアップ
( 床を利用しての腕立て伏せ)

床
に
肩
幅
よ
り
や
や
広
め
に
、手
を

つ
い
た
妥
勢
で
太
も
も
を
床
に
つ
け
る

ぶ
つ
に
腕
奮
5
乂
咨
伸
膠
k
貧
し

串
y
。☆
効
果
部
分
:
上
腕
・
胸

③サイドレイズ
(腕の横上げ)

肘
を
か
る
く
曲
げ
た
状
態
で
、
真
横

に
肩
の
高
声
ま
で
腕
砦
ゆ
っ
く
ひ
上
げ

零
了
。

☆
効
果
部
分
・
;
膺
全
体

④プ ッシュアウェイ　(

腕の後ろ曲げ伸ばし)

防
百
し
め
て
、
肘
を
固
定
し
た
ま
ま

腕
か
ら
下
か
優
方
へ
ゆ
っ
く
り
曲
げ
伸

ば
し
ま
す
。

☆
効
果
部
分
・・・
卜
躙

⑤フレンチプ レス

(腕を上げて曲げ伸ばし)

立
っ
た
姿
勢
ま
た
は
、
座
っ
た
姿
勢

で
肘
ぶ
曲
げ
、
片
手
に
ダ
ン
ベ
ル
か
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
頭
の
後
ろ
に
保
持
し
、

肘
を
耳
横
に
寄
せ

、
ダ
ン
ベ
ル
等
黔
鷁

上
に
押
し
上
げ
る
。

資
効
果
部
分
:
上
腕

⑤ダンベルプ レス
(ダンベル・ペットボトルの上げ下げ)

立
っ
た
安
勢
ま
た
は
、
座
っ

た
姿
勢
で
両
手
に
持
っ
た
ダ
ン

ベ
ル
か
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
左

右
交
互
に
頭
上
に
押
し
ょ
げ
る
。

☆
効
果
部
分
…
肩

〈 体育 課 》

高
齢
者
市
場
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

1
2
年
度
の
介
護
保
険
制
度
導
入
岑
迎

え
、
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
供
給
体
制
の
整
備
が
急
務
と
な
っ

て
い
求
y
。
今
後
さ
ら
に
成
長
が
見
込

ま
れ
る
高
齢
者
市
場
に
対
し
、
民
間
事

業
者
と
公
共
部
門
の
連
携
を
図
る
た
め
、

「
(
仮
称
)
足
立
区
高
齢
者
市
場
協
議
会
」

設
立
に
煦

短

湎

齢
者
市
場
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
り
1
0月
1
6日
窗
、
午
後
2
時
～

場
所

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
卜

区
内
事
業
去
芻

内
容
卜
基
調
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
交
歓
会

等

費
用

凵
無
料
(

交
歓
会

費
用
は
実

費
)

申
込
卜
電
話

問
先
日
在
宅
福
祉
課

、

介
護
保
険
課

検
察
審
査
員
候
補
予
定
者
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

現
在
、
検
察
審
套

審
査
員
侯
補
予

定
者
の
調
李
氤
一送
で
行
っ
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
証
鉗

人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
交
通

事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
も
、

検
察
官
か
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
と

い
っ
た
不
服
の
申
し
出
を
受
け
、
そ
の

不
起
訴
処
分
が
正
し
い
か
ど
冫
か
を
審

座
灸
蘓
関
で
す
。

今
回
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
く
じ

で
選
ば
れ
た
侯
補
予
定
者
の
方
に
は
、

通
知
念
膂
ま
レ
た
の
で
、
調
査
の
ご

篩
刀
を
お
願
い
い
た
し
嫐
歹
。

問
先
日
選
挙
管
孤
委
員
会
事
務
局

バ
ス
で
行
く

施
設
見
学
会

今
年
度
最
終
の
区
内
施
設
見
学
会
で

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
武
心待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
程
等
卜
表
5

時
間

卜
午
前
9
時
翌
旱
午
後
4
時
(予
定
)

対
象
卜
1
8歳
以
上
の
区
民

定
員
卜
各
3
0

人
(
個
人
は
I
組
叉

ま
で
、
団
体

は
2
0人
以
上
)

※
希
望
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

費
用
=
無
料

申
込
卜
往

復
(
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
(
団
体
は
名

称
と
代
表
者
)
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
日
(
第
2
希
望
ま
で

可
)
を
明
記

期
限
口
辺
嵒
日
必
着

申
・
問
先
卜
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

表5 施設 見 学 会

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動

( 11)

米
騒
動
は
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま

し
た
が
、
大
正
の
社
会
運
勢
隼
(
き
く

発
展
さ
せ
る
刀
と
な
り
ま
し
た
。
労
働

運
動
や
農
民
運
動
と
と
も
に
、
部
落
解

放
の
運
動
知
融
和
運
動
や
改
善
運
動
を

こ
え
て
発
展
し
て
い
癶
歪
す
。

米
騒
動
の
あ
と
、
大
正
8
年
に
、
差

別
を
な
ぐ
す
た
め
の
請
願
が
国
に
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
同
和
地
区
の
人
を
官
公

吏
に
採
用
す
る
こ
と
、
官
公
文
書
や
身

元
調
査
な
ど
に
差
別
嗇

霎
用
い
な
い

こ
と
、
軍
隊
内
や
教
育
に
差
別
待
遇
を

な
く
畜

」と
、
部
落
改
善
団
体
を
組
織

す
る
こ
と
、
部
落
改
善
費
を
支
出
す
る

こ
と
な
ど
で
し
た
。

政
府
は
大
正
9
年
か
ら
部
落
改
善
費

夭
正
1
2年
以
降
地
方
改
善
費
)
と
し

て
初
め
て
国
家
予
算
鷲
酊
上
す
る
と
と

も
に
、
内
務
省
に
奘
挈
業
行
政
と
労

働
行
政
を
所
管
さ
せ
る
な
ど
、
機
構
の

拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ぶ
つ
に
し
て
、
同
和
行
政
が
初

め
て
国
家
行
政
の
一
部
門
と
し
て
位
置

づ
け
弧
れ
ま
し
た
。
そ
の
行
政
措
置
は

予
算
膕
と
事
業
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、

事
左
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
行
政
姿
勢
も
同
情
的
、
融
和
的
な
も

の
で
匚
だ

。

こ
?
‥
‘
た
融
和
運
動
が
進
め
ら
れ
る

一
方
で
、
こ
の
運
動
の
発
展
を
顯
う
同

和
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
解
放
運
動
を

組
織
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ

1
0月
1
1日
～
1
7日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
等
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
に
は
「
行
政
相
談
委
員
」

簑
6
)
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

存
政
相
談
委
郷
は
行
取
と
住
民
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
総
務
庁
長
寰
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
み
な

六
ん
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
に
I
、
適

回
苑
置
や
助
言
を
行
う
な
ど
、
身

操
苫
こ
ろ
刄
匹
躍
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
次
の
と
お
り
特
設
相
談
を

開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳

守
日
時
卜
1
0
月
1
4
・
1
5
阡
、
午
後

よ
T
4
時
場
所
卜
盟
暃
サ
テ

ィ
正
面
玄
関
(
西
新
井
駅
東
口
)
※

行
政
相
談
は
次
り
と
お
り
常
設
日

時
=
毎
月
第
1
金
曜
日
、
午
後
1
時
～

4
時

場
・
問
先
卜
広
聴
相
談
係

表6 行政相談委員名簿

● 足 豈 区 民 ふ れ 愛 在 宅 介 護 講 演 会( 無 料) 日 時11 月10 日 ㈹ 、 午 後1 時 場 所 一 区 役 所 庁 舎 ホ ー ル 講 師 水 森 亜 土 氏

定 員=300 人 申 込= 区 内 各 郵 便 局 窓 口 へ 期 限=10 月28 日 問 先= 足 立 郵 便 局 　3881- 2600
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利用して
くらしに生かそう 消費者センター

皆さんは、消費者センターを利用したこと があり ま

すか? 消費者センター1ま、わたしたち( 消費者) の

「安全でよりよいくらし」を守るために、相談・講座

・商品テスト などいろいろなことを行っています。

消費者センターを利用して、ぜひ、あなたのくらし

にお役立てください。

消
費
生
活
相
談

聘
費
者
セ
ン
ター
で
は
、
消
費
牟
居

上
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
相
`
冢
戞

け
忻
ほ
て
い
ま
す
。
`
匠
の
相
談
内
容

で
は
、
若
者
や

高
齢
者
を
ね

ら
っ
た
悪

賢
商
法
が
目
立
っ
て
い
求
罵

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

街
頭
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力

し

て
」
な
ぐ
瓜

匹
正

め
、
喫
茶
盾
や
営

瑟
垪
に
連
れ
こ

暑

、
長
時
間
勧
篩

し

化
柾
品
や
エ
ス
テ
、
絵
画
等
の
契
約
を

豆

名

商
法
で
、
中
に
は
次
々
七

啄
か

の
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
契
約
霈
再
ら

れ

る
ケ
ー
ス

も
あ
n
乖
7

S
F
(
催
眠
)
商
法

「
タ
ダ
で

景
品
を
あ
げ
る
」
と
言

っ

て
狹
い
会
場
に
人
を
集
め
、
『
旱
い

者

勝
ち
』
と
雰
囲
気
念

臂

λ

ほ
て
日
用

雑
揖
を
無
料
一

配
り
、
興
奮
状
態
に
し

て
4
湲
に
羽
弔

こ
ん
や
健

康
器
具
な

ら

震

涵

～
j
a
t

契
約
す
芯
ま

で
帰
し
て

も
6

况
な
い
こ

幺

あ
9

甼

。

マ
ル
チ

(マ
ル
チ
ま
が
い
)
商
法

会
貝

制
で
淨
水
難
や
化
低

品
、
健
康

含

な
ど
の
商
-
翆

爾
入
し
て
買
い
手

蠹

憚
し

、
買
い
囈
か

増
え
る
冫
'
』
に
も

急

畆
湎

え
、
大
忝
な
利
喬
が
寿
穴

る
こ
り
2
1

し

か
し

成
功
談
と

は
遑
つ
て
、
実
際
に
は
思
つ
た
ぷ
つ
に

商
品
は
売
れ
ず
、
在
宿
奮
?
沽
ん
た

垂
受
払
い
奪
鷽
れ
、
友
人
や
信
用

衆
今
'
y
石
。

内

職

商

法

『
あ
て
名
書
き
で
自
宅
収
入
を
`
な

ど
芦
沢
告
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
勵
`

U

心
募
者
に
ワ
ー
プ
ロ
の
機
械
を

売
り
つ
け
た
り

、
講
習
会
の
受
飄
料
や

登
録
料
童

又
払
わ
せ
る
手
口
。
結
局
。

応
募
者
は
仕
事
の
紹
介
も
ぴ
れ
ず
。
収

人
も
得
ら
れ
な
い
の
で
投
資
が
無
駄
に
。

同
様
の
屋

垢

勵
誘
で
代
理
画
契
約
一

燈
貨
物
輸
送
業
契
約
等
も
あ
り
豕
す
。

毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、
「
し

ま

っ
た
I
・
」
『
も
し

か
し

た

ら

・
・・
?
』
y
恵
っ
た
ら
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

吏
`
、契
約
や
罵
い
物
な
ど
の

事
前
肖

い
ま

す

。

相
談
受
付
時
間

午
前
1
時
～
午
後
4

時
4
5
分

相
駁
専
用

昔
(
a
)
a

商
品
テ
ス
ト

試
買
テ
ス
ト

日
脚
E
や
食
料
‥
E
9
貿
・
性
能
・

安
全
僅
に
つ
い
て
ア
ス
ト
し
、結
果
は

展
示
ホ
ー
ル
や
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し

季
y
。簡

易
テ
ス
ト
指
導

簡
単
な
テ
ス
ト
方
凖
を
セ
ン
タ
ー
の

廠
員
が
指
導
し
ま
す

。
グ
ル

ー
プ
で

お

串
し
込
み

く
だ
さ
い
。

簡
易
テ
ス
ト
器
材

貸
し
出
し

冢
履
で
簡
単
に
で
き
る
テ
ス
ト
用
器

材
&
霎
罸
、
塲
方
計
な
ど
匸
籥
じ

出
し
て
い
ホ
y
。
電
話
で
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

学
習
活
動

消
費
者
講
座

専
門
の
講
師
奮
t
残

消
費
牛
居
に

か
か
わ
る
講
習
会

保
険
・
貯
蓄
・
生

活
マ
ナ
ー
・
商
品
知
腮
笞
)
や
、
く

它

に
役
立
つ
実
習
奮
吋い
康
司

消
費
者
通
信
大
学

「
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
」

涌
侶
珮
刄

自
宅
に
い
な
が
ら
「
環

境
ホ
ル
モ
ン
」
「
金
融
再
編
成
」
な
ど

く
ら
し
の
中
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て

学
び
豕

歹
。
年
u
r
n

か
ら
の

甲
し
込

み
も

鷽
け
付
け
て
い
求
罵

講

師

派

遣

思
質
商
法
の
手
口
と
予
防
、
あ
る
い

隘
饗
ん
が
調
査
研
究
し
て
い
る
豹
費

牛
居
問
題
で
セ
ン
タ
ー
が
認
り
{
も
の

に
講
師
夲
紹
介
・
派
遣
し
巫
y
。

対
象
H
区
内
在
住
・

在
動
・
在
学
の

方

で
禰
吸
し
た
グ
ル

ー
プ
・
団
体

励
人

y
)
申
込
卜
閧
催
日
時
(
平
日
午

前
1
0
時
～
午
後
i

時
)
・
会
場
・
内

容

が
決
ま
っ
た
ら
男

杤
等
で
事
加
に
申
し

込
み

、
後
日

、
申
請
書
を
掲

出

峩
会
場
は

、
申
晶
者
が
用
意
し
て

ぐ
だ

さ
い

。
講
師
費
用
は

消
費
者
セ
ン

タ
ー

で
負
担
(
限
度
額
あ
り
)

生
活
の
科
学
教
室

軅
色
科
や
甘
味
料
な
ど
簡
単
な
テ
ス

ト
を
ほ
じ
め

、
実
技
穆
加
で

齊
9

学
習

会
を
閧
催
」
乖
T

。

□
受
講
者
募
集
「ラ
ン
の
フ
ー
フ
ス
コ

苗
を
育
て
な
が
ら
遺
伝
子
組
み
換
え
の

基
礎
知
識
刄
`
よ
う
よ

日
時
卜
1
1月
6
日
窗

、
午
前
1
0時
～
正

午

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

の
方

定
員
卜
2
0人

一
先
価
順
)

申

込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
消
費
者

セ
ン
タ

ー

情
報
提
供

展
示
ホ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
?
階
で
は
、
商
品
テ
ス

ト
の
結
果
や
危
険
・
危
告
情
報
や
社
告

な
棊
ハ
ネ
ル
展
示
し
て
い
惠
y
。

情
報
資
料
室

消
費
令
屆
に
関
す
る
雑
琵
・
図
霄
・

ビ
デ
オ
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

※ 貸し出し登録は区内在住・在
勤・在学の方で、住所を顧 す
るものが必要です

消
費
者
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

奇
数
月
の
1
5
日
に
発
行
し
て
い
求
す

百
阿
は
四
月
1
日
号
と
し
て
発
行
}
。

区
内
各
施
設
で
配
布
し
て
い
ホ
y
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

利用等 に関 する
お 問い 合わ せは
消費 センタ ーへ
3880- 5385
梅田7- 33- 1

( 東 武 轢 「梅 島 駅 」 下 車 徒 歩3 分)

匱西篇

行っ
てみ

よう
! ' 98足立区消費者展

( 生 涯学習推進期間協賛事業)

「つなげよう 明るい未来 かしこいくらし」

日時=10月23日( 金) …午前10時～午後4時
24日( 土) …午前10時～午後2時

場所= 消費者センター(エル・ソフィア全館)
消費者団体・プ ルーフの研究発表、バザー、フリーマーヶツト 、
講習会など、楽し んで役に立つ企画がいつぱいです、

会場廣内図

1
0年
度

足
立
区
功
労
者

1
0月
1

日

区

民
の
日
」
に
、
1
0年

唇

笠

区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役
所
庁

舎
ホ

ー
ル
刄

び
つ
れ
ま
レ
た

。
錣

屆

气

奘

循

祉
功
労
な
ど
U

が
野
で

、

区
に

永
年
功
労
の

あ
っ
た
印
人
の
方
々

か

、
表
彰
さ
れ
ま
し
た

。

敬
称
陋

自
冶
功
煦

忿

雙

騙
8

大
島
芳
江

、
忍
跫
和

雄
、
白
川
市

人

、

瀬
川
三
則

、
潮
田

富
男

、
友
利
春
久

、

酉
口
霖
代
啝

針
谷

幹
夫

、
腰
沼

壯
次

回

陥

簒

侖
田

勝
幸

。
青
木
隆

、
石
関
豊

、
井
尻

正
博

、
井
関
三
郎

、
磯
野
薫
夫

、
江
川

虞
三

、
大
塚
武
之

、
大
室
溥

、
龠

す
中

一

、
小
池
敏
昭

、
小
林
章

入
、
痙

縢
幹

雄

、
齊
篳
守
弘

、
佐
蔕
仁
美

、
鈴
木
明

、

鈴
木
清
治

、
大
胡

博
昭

、
田
沼
均

、
戸

田
正

夫
、
花
里
好
郎

、
早
川
恒
雄

、
久

川
勝
明

、
前
田
齊
孝
、
松
本
信
瞬

{
町
会
・
息

ぶ

悉

有
馬

康
二

、
恩
田
塙
久

、
木
舩
苛

劭

。

國
井
雰

弌

小
山
吉
一

、
鹿
濱
畝

鈴

木
武
次

、
十
三
屏
謫

、
布
川
利
治

、
星

野
仁
一

{
行
政
功
労
者
}

榎
蚕

甼

一
社
会
福
祉
功
労
】

(
民

牛
要

貝
・
泌
惠

貝
>

赤
川

春
鳧

田
中
茂

中
島
千
代

、
襦

謇
R

罕

、
伽
下
毀

早

、
山
田

智
惠

子

山
本
房
江

、
告
田
良
子

《
保
携
司
)

雨
宮
交
藏

、
市
川
瀰

伊
藤
友
希

、
井

上
惠
美
子

、
尾
後
家

省
吾

、
加
藤
和
明

、

北
川

国
男

、
小
泉
友
治

、
小
菅
久
芳

、

小
宮
忠
『

角
田
和
俘

、
橋
本
歌
子

、

星
野

雅
夫

鑾

應

[社

会
休
居

功
労

(
防
火
事
業
功
労
者
)

河
原
勇

、
鈴
木
務

(
交
通
安
全
事
業
功
労
者
)

宕

禰
詆
二

、
伊
薺
柵
洪

、
古
田
潸
高

[
公
衆
衛
ま

功
労

(
公
衆
衛
生
行
政
功
労
者

鈴
木
和
子
、
千
保
香
代
子

《
学
校
保
健

衛
生
功
労
者

池
尻
弘
之

、
大
川
辰
男

大
黒
廣
規

河
島
又
荐

、
神
山
観
彦

、
警

罟

茣

(
保
育
園
保
健
衛
生
功
労
者
》

北
村
恚
气

田
中
良

、
土

罌
涌
枝

、
角

田
志
朗

納

富
博
太

、
橘
本
爬
f

待

木
和
夫

、
本
僑
正

、
若
松
親
憲

貧

品
・
環
境
衛
生
事
奨
功
労
耆

豊
田
芳
江

、
樋
口
昭
十
四

[学
校
教
育
功
煦

(
教
育
功
労
恣

太
田
昌
孝

忿

学
振
興
功
労
者
)

内
山
和
雄

、
亀
井
宗
厚

、
福
田
平
幸

[鮭
=

教
育
功
営

(
社
会
教
育
事
業
功
労
者
)

小
田
秋
蕨

、
河
南
茂
二

(
P
T
A

会
長
》

古
辱
溥
子

、
清
水
幸
瀬

、
鈴
木
裕

、
関

口
勝
廣

、
松

京
一
郎

、
山
崎
良
雄

[産
巣
功
煦

実

業
精
励
功
労
者

秋
山
旭

、
遠
爨

寅

、
久
保
木
岩
夫

、

鈴
木
精
一

[狸
駸

功
蝕

(
土
木
豬
謖

事
業
功
労
恩

中
山
豊
冶

、
野
哂

止
一

9
虱

づ
3

事
笑
功
労
者
)

稲
村
秀
雄

、
齋
葎
保
観

一
統
計
功
労

菊
池
貞
子

、
栗
原
美
紀
子

【
納
税
功
労
】

飯
岡
昭
二
郎

、
石
鍋

秀
夫

、
市
川
和
夫

、

岡
氷
歌
亮

、
倉
本
高
司

、
椎
名
章
二

、

鈴
木
又
右
衛
門

塚
本
清

、
馬
場
潸
介

望

月
信
輿

、
吉
田
和
男

一
文
化
功
労
】

(
文
化
事
業
功
労
者
)

青
木
壽

、
青
山
光
助

市
川
冶
左
ヱ
門

、

矢
吹
正
紀

安

化
慰

箍

功
労
忽

河
内
孝
平

、
齋
藤
守

[
体
育
功
煦

{
体
育
亊
笑
功
労
者
}

洩
井
明

、
内
田
光
子

、
小

泉
國
義

、
近

松
艾
子

本

気

志

i

行
者
」

足
立
花
き
農
業
協
岡
變
裟
湾
算
人

檪
山
平
五
郎
、咳
叫
パ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ

ー
代
表
大
久
保
貞
二
、
雲
野
忠
作
、
大

杉
ミ
キ
、
令
了
政
雄
、
株
式
会
社
長
谷

部
代
表
取
締
役
社
長
長
谷
部
正
登
、
ク

ラ
ウ
ン
カ
ラ
オ
ケ
研
究
会
会
長
伏
見
清
、
`

汞

啓
助
、
社
団
法
人
東
京
都
宅
籾
建

物
取
引
業
協
会
足
立
支
部
、
東
京
足
立

少
年
少
豈

礦

団
代
表
薬
師
神
武
夫
、

惠

尽
歌
謡
迎
盟

会
長
野
田
力
平
、
東
京

江
北
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
伊
奈
武

三
郎

、
ピ
ッ
ク
マ

ン
K
K

代
表
取

締
役

秘
野
胃
二
郎

、
古
里
宏
占

、
皀
正

佼
成

命

だ
立
教
会

一
人
名
救
助
一

相
田
微
光

雨
宮
康
夫
、
内
田

敏
夫
、

佐
藤
虎
雄

、
傴

漲
(

総
務
係
)

ぐ
る
り
満
喫

「
ふ
る
さ
と
小
出
」

あ
な
た
も
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

友
好
都
市
小
出
町
と
ほ

、
昭
和
3
7
年

か
ら
1
4
年
間
続
い

た

「
子

ど
も
交

歓

会
」
か
禄
で
交
硫
が
始
ま
り

、
昭
和
5
7

年
に
友
好
自
治
体
提
携
を
結
び
芦

処

。

小
出
町
感

四
の
中
産

湿

魚
野
川
が

流
れ

、
背
後
に
は
越
後
三
山
や
尾
瀬
国

立
公
蓼

笂
ぷ

え
た
美
し
い
町
で

可

こ
の
時
期
、紅
葉
か
盛
り
の
奥
只
兄
・

尾
瀬
の
玄
関
口
と
し
て
大
勢
哭
か
訪

れ
て
い
ま
す
。一
昨
年
オ
ー
ブ
ン
し
た

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
「か
た
っ
く
り
」で

は
地
元
の
特
苦
E
「木
場
魚
沼
産
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
」4
ほ
じ
め
、採
れ
た
て
の
新

鮮
な
野
菜
の
即
売
、レ
ス
ト
ラ
ン
、観
光

惴
翠
丙
の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ネ
y
。ま
た
、皿
泉
を
屁

用
し
た
交
流
施
設
「叺
陦
ら
し
の
陽
こ

ホ
?
で
ゆ
っ
た
り
つ
く
急
忌
か
ら

花
と

緑
に
彩
ら
れ
た
自
黙
り
甲
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か

。

□
こ

れ
か
ら
の
主
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
1
0

月

茆
ば
I
I・店

縦

り
(

サ
ケ
と
地
酒

祭
り
)
/
2

月
1
3・
1
4
日
・・
啝
祭
り
・

国
際
更

綏

□
主
な
思
酊

小
出
郷
文
型

裔

、
雪
国
の
民
家

「
旱

津
ギ
ャ
ラ
リ

ー

、
名
刹
西
福
寺
閧
山

室

円
福
寺

問
先
卜
小
出
町
企
回
調
整
墮

`
0
2
5
7
9
(
2
)
1
1
1
㈹
w

ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
「か
た
っ
く
り
」　
　
?

2
5
3
(
2
)
1
2

見
晴
ら
し
の
弔
i

刄

昔
0
2
5
7
9
(
2
)
a
l

・

交
通
案
内

▽
電
車
・・
)
J
R
卜
莚
新
幹
線
で
東
京
か

ら
薗
佐
ま
で

約
叩

が
、
浦
安
か
ら
F
瓸

線
で
小
出
ま
で

約
1
0分

▽
自
助
甼
・・
閲
越
自
動
車
遭
で
東
京
か

ら
小

出
イ
ン
タ
ー
衷

必
3

時
間

友
好
都
市
に
腿
す
欠
遐

問
い
合
わ
廿
ほ

都
市
提
携
担
当

昔
(
3
～
o
)
?
1
㈹

ビジターセンター「かたづくり」

訪
問
水
道
局
足
立
東
営
業
所

□
安
它
て
飲
め
る
水
胥
皆
さ
ん
へ
　

足
立
区
の
皆
か
が
飲
ん
で
い
る
水

は
、利
根
川
水
系
の
水
夸
缶
町
浄
水
錫

で
き
れ
い
に
い
た
も
の
。こ
の
水
道
サ

ー
ビ
ス
の
窓
口
で
あ
る
都
の
営
業
所
は
、

区
内
に
東
と
西
の
I
刀
所
蒭
¥
于
。

常
某
所
で
ほ
、
甃
撮
収
業
務
、
給
水
工

事
。
設
嫻
の
補
修
等
を
行
っ
て
い
家
歹
。

□
節
水
コ
マ
で
水
の
無
駄
遣
い
を
防
止
　

節
水
夲
勵
忝
か
け
る
り
丶
こ
の
営

業
所
の
仕
事
の
一
つ
。
帶
砧
%
の
節

水
が
で
き
る
節
水
コ
マ
蠢
篥
所
窓
口

で
無
料
配
布
し
て
い
求
尻
水
源
の
水

に
は
限
り
が
戞
{
弓
χ
、
区
内
刄
笹

帯
増
y
と
も
に
水
の
便
用
譽
逼
え
て

い
劣
歹
。
水
の
無
駄
遣
い
防
止
の
た
め
、

蛇
口
に
水
の
出
る
儼
i
澀
乖
る
節
水

コ
マ
澂
`
見
凄
甘
ん
か
。

□
大
地
震
に
飼
え
て

飲
み
水
蚤
確

保
　

区
役
所
の
近
ぐ
に
大
忝

な
タ
ン
ク

が

あ
る
の

戔
4

じ
で
7

か
。
こ
れ
は

、

足
立
東
営
業
所
隣
の

小
右
衛
門
給
水
所
。

浄
水
場
か
8

れ
た
水

鬢

と

か
ら

圧
力
を
か
け
刄
各
冢
庭
へ
送
口
季
y

ホ
尼
'
m

所
と
区
内
4
ヵ

所
の
応
急

給
水
嚶
で
は
、
災
害
に
価
え
て

飲
料
水

奎

姫
保
し
て
い
生
y

。
確
保
分
は
。
―

人
か
L
日
に
必
要
な
水
量
X
I

奮
丿
週

間
分
で

す
。
。人
1

日
3

夕

こ

の

水
量
が
く
み
置
孝
水
9

晏

で

す
。

□
w
竇

な
訪
問
販
充
に

ご
注
意
を

水
導

厭

貰

套

鴛

て
、
浄
水
器
等

の
販
売
夸

歹
る
業
者
が
い
圭
y

。
水
道

祕
7
ほ

、
訪
問
販
充
は
い
っ
さ
い
し
て

い
ま
裝
へ

不
審
に
思
っ
た
方
は
お
問

い
令
R

そ

だ
さ
い

。

□
コ
ン

ビ
こ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
料
金
支

払
い
か
可
能
に

9
月
1
日
か
ら
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
水
廼
科
金
の
支
払
い
が
で

霤
令
`
つ
に
な
り
芦
処
の
で
、
'
苅

用
く
だ
さ
い
。
問
先
-
t
l
局
足
立
東

宮
業
所
(
中
央
本
町
3
-
8
1
2
)
　
　
　

さ
(
9
)
2
-
5
1

-
-

小右衛門給水所

一 一-

学

校
ア

ル

バ

ム

大谷田小学 校
中川4- 41- 27

【
教
育
目
裸
】

日
本
国
憲
誣
?
'
び
教
育
基
本
法
の

精
神
。
児
詈
の
権
利
に
関
す
る
条
約
な

ど
の
趣
旨
舎
琴
嗷
匸
て

、
健

康
で
個
性

裝

呎

滄
宗

酌
粁
召

人
の

育
成
を
図

る

と

″
}も
に
牛
雇
に
わ
な
Q

学
習
の
基
礎

を
憊
う
教
育
豪

歹
る
。

(
1
)
応
く
声
し
い
繋
を
体
力
の
萼
子
　
t

(
2
)互
い
に
協
力
し
、
多

心
で
奉
仕
す
る

子

籌

ア
る

(
3
)思
考
力
に
當
み
、
創
昼

蓊

笳

な
于

を
育
て
る

(
4
)哭
し
い
環
境
奮
冥

し
、
心
情
の

豊
か

圭
弓

革
】

▽
昭
和
2
5年
4

月

臾
心
匠

小
学
校
分

蟐
と
し
ア
授
業
開
始
▽
昭
和
訟
了

月
大
谷
田
小
学
尽
と
し
て
竚
曜
開
校

▽
昭
和
3
9
年
4
月
長
門
小
学
校
分
曜

閧
校
▽
昭
和
4
1
年
4
月
鉄
筋
校
舎

第
L
期
竣
工
※
以
吸
昭
和
4
7
年
1
月

表
肢
簗
了
砺
z
年
H
月
創
立

4
0周
年
・
記
念

▽
甲
成
1
0
年
3
月
末
現

在

卒
業
伍
鄙
歌
6

千
聊
人

▽
平
成
1
0

年
且

信

鰐
1
2

学
級
、児
童
数
珥
人
i

釆
靖
幸
校
長
先
生
か
ら
】

叭
ベ
チ
ぐ
5
0
蔵
に
な
り
学
校
、
酉
十

二
代
が
た
ぐ
穴
ん
い
惠
J
。
I
ク
ラ
ス

2
5
人
く
ら
い
刄
尖
歓
学
級
の
利
点

奮
笂
じ
て
い
巫
y
。
そ
し
て
、
た
ぐ

さ
ん
の

恒
温
(

参
1

罘
米

の
下
で

、

よ
ぐ
茣
ぺ

よ
く
学
ぶ
ネ
面

た
ち
を

町

て
て
い
ホ
ヂ

。

第十二中学 校
大谷田1- 37- 1

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
豼
の
精
神
夲
鼠

騨
と
し

、
国

際
社
会
で
信
顆
さ
れ
戈

閧
忤
釁
か
な
、

心
身
共
に
健
康
な
中
学
生
の
育
成
を
め

ざ
し

、
次
の
教
育
目
標
を
足
り
句

(
1
)自
ら
学
ぶ

(
2
)思
い
や
る

(
3
)鍛
え
る

尼

革
】

∇
昭
和
2
2
年
t
t月

第
十
二
中
学
校
創

立

▽
昭
和
3
2
年
4
月

蒲
原

申
学
校

分
曜
開
校

▽
昭
和
3
5
年
9
月

第
1

期
鉄
筋
校
舎
竣
工

※
以

後
昭
和
5
5
年

ま
で

収
築

▽
昭
和
3
6
年
9
月

新
運

動
鳩
開
設

▽
昭
和
4
6
年
旦
月

運
助

場
と
校
舎
敷
恤
麥
葩
ぶ
専
用
懋
刄
嚮
完

成
▽
昭
和
5
9
年
U
月
学
校
放
送
教

贊
貫
文
部
大
臣
賁
受
賁
マ
平
成
9
年

H
月
創
立
5
0
周
年
記
念
▽
平
成
1
0

年
3
月
末
現
在
卒
業
生
総
数
1
万
4

千
8
7
7
人
▽
平
虞
1
0
年
&
月
現
在
1
5

学
級
、
牛
狂

数
5
1
9人

【
三
壽

矜

校
長
先
生
か
ら
】

本
校
は
、
中
川
と
榛
並
木
に
囲
ま
れ

自
然
環
糲
に
原
沢

寔

立
区
罘
東
端

の
地
に
あ
り

、
功
・
小
・
中
・
高
の
学

校
か
隣
恢
し
て
い
る
マ
叙
地
区
で
も
あ

り
ま

す
。
牛
篌
冫

只

俥

び
咒

と

、

勉
強
に
ス
ポ

ー
ツ
に
嚼

心
で
お
り
、
笑

顔
か
な
凡
な
い
学
撃

争

。

◎ぷぷ 包 」 蚊 ↑ ざ ぴJ 愚 責g7- 匕 メ 県 有l こ こ) 王 覃! 　 早刄丹刀` り町円を一皋+7つ回り、上関t 鬨刄とEJ をちらつかせて、その冢の包丁研ぎを強引に挟け負い。高額な料金を隋跟する悪質な業者がいます。ドアを開ける叨に来訪者を蔗認しましょう。問先=消費者センター　3880- 5385
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く
ら

し
の
情
報

国
民
年
金

保
険
料
の
免
除

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
つ
し
て

も
保
険
料
が
納
め
冫
れ
な
い
燮
に
、
一

定
期
間
の
納
付
を
お
休
み
す
る
制
度
で

す
。
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、

納
め
た
場
合
の
1
分
の
L
に
な
り
乖
歹

が
、
年
会
寡
け
廝
紡
の
資
格
期
間

と
し
て
算
入
さ
れ
ホ
T
。
ま
た
、
将
来

資
力
が
回
復
にた
と
き
1
0年
以
内
で
あ

れ
ば
、
一
定
の
金
額
を
加
算
し
て
納
め

る
こ
″に石
で
膏
汞
す
。
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
問
先
卜
国
民
年
啻
課
保
険
料
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
命
薦
濱
保
養
施
設
は
、
国
民

年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
お
よ
び
そ
の

家
族
の
方
々
の
保
養
や
健
康
つ
く
n
な

ど
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
つ
く
叭
れ
た

国
民
年
金
福
祉
施
爾
手

。

こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、「
福
祉
の
増

進
と
教
養
・
文
化
の
同
上
奮
勗
と
し

た
国
民
年
金
会
館
」「
保
養
・
休
養
の

場
と
し
て
の
健
康
増
進
お
よ
び
福
祉
の

向
上
を
目
的
と
し
た
健
康
保
養
セ
ン
タ

よ

「
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
健
康

づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
に
ょ
る
健
康
増

進
お
よ
び
福
祉
り
同
上
を
目
的
と
し
た

竪
屁
康
セ
ン
タ
汢

の
三
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
現
在
5
8の
施
設
が
全
国
各

地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
結
婚
式
や
パ
ー

テ
ィ
ー
。
合
宿
や
研
蟒
な
ど
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
国
民

年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
に
お
い

て
あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ゆ
と
り
す

と
」
膏

」覧
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
卜
ど

な
た
で
も

※
国
民
年
金
の
加
入
者
・

受
給
者
ほ
割
安
で
利
用
で
き
ま
す

申

込
=
直
接
施
設
へ

問
先
=
国
民
年
金

課
推
進
係

今年4 月にオープンした施設「いわき」

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を

失
っ
た
方
は
保
険
証
の
返
却
を

会
社
扈
職
等
に
よ
ひ
国
保
の
資
格
を

喪
失
し
た
場
合
、
手
続
霤
咒
な
い
ま

ま
資
格
り
な
ぐ
な
っ
た
保
険
証
を
葩
い

保
険
診
療
の
給
付
夲
受
け
る
と
、
後
日
、

区
が
負
担
し
た
7
割
相
櫛
噐
暹
し
て

い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
ひ
ま
す
。
資
格
喪

失
届
と
保
険
証
の
返
還
手
続
き
を
、
す

み
や
か
に
行
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

自
賠
責
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

自
動
車
お
よ
び
バ
イ
ク
に
は
自
賠
責

保
険
(
共
芭

へ
の
加
入
が
法
律
で
義

務
づ
け
β
れ
て
い
ネ
歹
。
無
保
険
(
無

共
済
)
で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、

そ
れ
y
」そ
大
変
で
す
。
も
し
、
契
約
切

れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
至
急
加
入
の
手

続
を
し
声
し
ょ

う
。

問
先
日

軽
自
動
車
税
係

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の

夜
間

納

税

相

談

平
日
の
昼
間
、区
役
所
へ
来
る
こ
と

が
で
忝
な
い
方
の
た
め
に
、夜
間
納
税

相
談
を
実
施
し
ネ
y
。納
税
に
関
す
る

相
談
な
ど
、こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。日
時
=
1
0
月
2
9
日
團
、午
後

5
時
～
8
時
場
・
問
先
卜
納
税
課

持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
否
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
子

三
・
四
輪
車
、
二

輪
小
型
自
動
車
黔
痔
っ
て
い
る
方
で
、

応
齟

当
す
る
万
ば
、
届
け
出
を
矛
れ

ぱ
1
1年
厦
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

対
象
卜
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か

っ
て
い
な
い
(
警
察
に
盗
難
届
岑
田
し

て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出

を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
n
C

た
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る

問
先
卜
表
1

表1 ・問い合わせ一 覧

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
書
を
送
り
ま
す

1
0
月
～
1
2
月
分
の
納
付
書
を
、1
0
月

2
1
日
に
郵
送
し
求
y
。国
民
健
康
保
険

料
の
納
期
限
は
毎
月
末
日
(
た
ぴ
袮
一

月
分
は
1
月
4
日
)
で
す
。

問
先
卜

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

来
年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
2
対
象
=
区
内
在

住
の
t
歳
児
(
6
年
4
月
2
日
～
7
年

4
月
1
日
生
)
、i
歳
児
(
5
年
4
月

2
日
F
6
年
4
月
1
日
生
)
受
付
日

時
川
1
0
月
3
0
日
窗
・
召
苗
、午
後
1

時
3
0
分
～
4
時
受
付
場
所
川
入
園
希

望
の
各
区
立
幼
稚
園
※
申
込
用
紙
・

募
集
要
項
は
各
区
立
幼
稚
園
・
区
民
事

務
所
・
児
童
館
・
教
育
委
員
会
で
1
0
月

1
5
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。各
幼
稚
園
は

午
前
9
時
～
午
後
t
時
(
土
曜
日
は
正

午
)
ま
で

選
考
日
卜
第
一
次
選
考
は

、1
1

‥一月
6
日
に
入
園
希
望
の
各
幼
稚
園
で

行
い
ホ
す

問
先
卜
学
事
係

表2 区立幼稚園一覧

就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
。心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。教
育

の
場
か
ど
こ
に
求
め
た
よ
い
か
な
ど

に
つ
い
て
、専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。日
時
卜
毎
週
月
誣

日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午

後
5
時

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

就
学
時

健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。保
護
者
あ
て
の
通
知
書
は

1
0
月
7
日
に
発
送
に
ま
す
の
で
、指
定

さ
れ
た
日
時
・
場
所
ヱ
怎
れ
ず
に
受
診

し
て
ぐ
だ
さ
い
。な
お
、都
合
が
悪
い

變
尼
は
ご
連
絡
願
い
ホ
y
。問
先

卜
保
健
給
食
係

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

表
3
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

ひ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
下
水
道
笳
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
y

あ
り
毒
す

問
先
卜
計
画
調
整
課
助

成
係

表3 水洗化可能地域

区
立
小
学
校
に

入
学
希
望
の

外
国
人
の
方
へ

ま
だ
区
立
小
学
校
へ
の
新
入
学
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
外
国
人
の
方
は
、

早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
日
学
事
係

都
市
計
画
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

・
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変

更区
域
凵
神
明
三
丁
目
、
六
木
四
丁
目
、

西
新
井
六
、
七
丁
目
、
平
野
一
、
三
丁

、

目
、
扇
二
丁
目
各
地
内

告
示
日
目
9

月
1
4日

・
東
京
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
び
市

街
化
調
整
区
域
の
整
備
、
開
発
又
は
保

全
の
方
針
(
案
)

区
域
=
里
示
都
市
計
画
区
域
(
東
京
都

区
部
)

※
こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
関

係
者
の
方
は
都
知
事
に
対
し
意
見
書
を

提
出
で
岑
豕
す
縦
覧
及
び
意
見
書
提

出
期
間
卜
1
0
月
9
日
～
2
3
日

闌
島
根
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
(
原
案
)

区
域
卜
島
根
三
、四
丁
目
、栗
原
一
、

二
丁
目
の
各
地
区
※
こ
の
原
案
に
意

見
の
あ
名
関
係
者
の
万
は
、区
長
に
対

し
て
意
兄
譽
嘉
昭
で
膏
汞
す
縦
覧

期
間
卜
1
0
月
1
3
日
～
2
6
日
意
見
書
提

出
期
間
卜
1
0
月
1
3
日
～
1
1
1
1
一
月
2
日

―

い
ず
れ
も
し卜
に

縦
覧
場
所
・
問
先
日
都
市
計
画
係

少
し
の
掛
金
で
大
き
な
保
障

交

通

災

害

共

済

交
通
災
害
共
済
は
、2
3区
が
共
同
で

運
営
し
て
い
る
事
業
で
、3
0年
以
上
続

く
安
心
の
制
度
で
す
。

自
転
車
・
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な

ど
通
勤
や
通
学
で
利
用
し
て
い
る
身
近

な
も
の
か
ら
、船
舶
・
航
窄
爭
な
ど
の

交
通
機
関
に
よ
る
人
身
事
故
が
見
舞
金

の
支
給
の
対
象
に
な
ひ
祟
y
。加
入

で
き
る
方
卜
2
3区
内
に
住
所
が
あ
る
方

掛
金
(
年
額
)
卜
5
0
0
円
、1
千
円
、2

千
円
の
I
種
類

見
舞
金
口
掛
金
の
種

類
別
に
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
入
院
ま

た
は
通
院
し
た
期
間
に
応
じ
て
1
万
円

か
ら
6
0
0
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
(
掛
金
2

千
円
の
場
合
、
死
亡
時
瞋
万
円
、
交

通
遺
児
に
は
L
人
に
つ
き
5
0万
円
支

給
)

申
込
=
加
入
申
込
書
に
掛
金
を

添
え
て
2
3区
内
の
金
融
機
関

頑
行
、

信
用
金
庫
、
郵
便
局
な
ど
)
へ

※
1
0

人
以
上
の
団
体
は
直
接
共
済
窓
口
へ
。

報
奨
金
の
制
度
が
あ
口
乖
歹

問
先
=

交
通
災
害
共
済

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

'場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

特別区民税・都民税
国民健康保険料
国民年金保険料

お支払いは、便利で安心な
口座振替( 自動払込) で

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、
納

期
ご
と
に
窓
口
に
納
め
に
行
く
手
間
も

か
か
ら
ず
、
つ
い
う
っ
か
息

冢

焉

れ

る
こ
と
も
あ
n
ま
せ
ん
。
1
0月
、
1
1
1
1

一
月

は
口
座
振
替
促
進
月
間
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込

卜
窓
口
に
預
(
貯
)

金
通
帳
、
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
譽

螽

蔘

申
先
日
預

貯
)

金
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
(

郵
便
局
を
含
む
)
、
ま
た
は
区

狠

窘

口
、
区
民
事
務
所

問
先
ト
マ

特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・
納
税
課
整
理

係

万
国
民
健
康
保
険
料
・
:
国
民
健
康

保
険
課
収
納
管
理
係

口
国
民
年
金
保

険
料
・
:
国
民
年
金
驟
保
険
料
係

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
か
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

卜
出
店
者
募
集
卜

▼
1
0
月
1
8
日
興
舎
人
団
地
3
号
棟
前

広
場
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
※
雨

天
中
止
/
6
0
区
画
/
出
店
料
千
円
/
電

話
(
1
0
月
1
2
日
～
1
4
日
、午
後
7
時
～

9
時
)
/
舎
人
団
地
第
一
集
会
所

(
3
8
9
8
)
1
8
4
3

▼
1
1月
1
日
興

本
木
区
有
地

午
前
9
時
～
午
後
3
時

蒸
尖
の
場

乙冒
月
8
日
/
1
0
0区画
/
出
店
料
千
円
/

往
復
(
ガ
キ
(
1
0月
2
3日
必
着
)
/

〒
1
2
3・8
7
9
9

足
立
西
郵
便
局
留

金
子

　
(
5
6
8
1
)
6
0
7
7

▼
1
1月
1
日
旧

旧
区
役
所
千
佳
庁
舎

跡
地

午
前
1
1‥時
～
午
後
3
時

※
雨

天
中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
往

復
(
ガ
キ
(
出
品
物
豐
明
記
。1
0月
1
9

日
必
罍
/
〒
1
2
3
・
o
(
{
6
轟
読
2

1
3
7
-
1
0
-
1
0
4
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

y
1
1
月
8
日
興
谷
在
家
公
園
午
前

9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
の
場
合
1
1
一

月
1
5日
/
1
0
0区画
/
出
店
料
千
円
/
往

復
(
ガ
キ
(
1
0月
1
9日
必
着
)
/
〒
1
2
3

・
8
7
9
9

足
立
西
郵
便
局
留

望
月

(
5
8
3
8
)
7
6
5
4

y
1
1月
8
日
興

元
溯
江
公
園

午
前
1
0

時
～
午
後
2
時

※
雨
天
の
握
冒

月
1
5日
/
1
0
0区画
/
出
店
料
千
円
/
往

復
(
ガ
キ
(
1
0月
1
9日
必
着
)
/
〒
1
2
0

・
0
0
0
1
大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

小
山

　
(
3
6
0
0
)
8
5
2
7

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

● 大谷田祭日時=10月18日( 日) 、午前1c泗寺30分～午後2時30分内容=模擬店/アトラクションほか場・問先=大谷田就労支援ホーム

3605- 3780
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住
居
表
示
板
の

取
り
替
え
と
再
交
付

・
住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

区
で
は
、
各
街
区
に
取
口
叮
け
て
あ

る
「
街
区
表
示
板
」
と
、
各
建
物
に
取

り
付
け
て
あ
る
「
町
名
板
」
「
住
居
番

号
表
示
板
」
の
う
ち
、
変
ら
じ
た
り
、

壊
れ
た
処
も
の
を
取
ひ
替
え
る
作

業
を
行
い
求
司
取
替
作
業
は
、
区
役

所
の
腕
章
を
つ
け
た
委
託
業
者
が
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
武
齦
い
し
ホ
T

対
象
卜
島
根
一
丁
目
～
四
丁
目
、
六
月

一
丁
目
～
三
丁
目
、
東
六
月
町
、
谷
在

家
一
丁
目
上
二丁
目

期
間
(
予
定
)

卜
1
0月
下
旬
～
1
2月
下
旬

麈
住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
家
屋

の
玄
関
等
に
取
り
付
け
て
あ
る
住
居
表

示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
窓
口
で

新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で
再
交
付

し
て
い
ま
す
。

-

い
ず
れ
や
卜

問
先
H
住
居
表
示
街
白

1
0月
1
1日
～
1
7日

全
国
一
斉
違
反
建
築
防
止
週
間

区
で
は
、
1
0月
1
5日
困
に
臈
次
建
築

取
ひ
締
ま
り
の
た
め
、
一
斉
公
開
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
李
歹
。こ
れ
は
平
常

の
監
褐居
勵
冴
痂
化
し
、
臈
又
建
築
エ

事
の
早
期
発
見
に
努
め
、
違
反
の
な
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。
ご
協
力
夲
お
願
い
」ま

す
。

問
先
卜
建
築
監
察

物
品
買
入
れ
等
指
名
競
争
入
札

参

加

の

登

録

受

付

対
象
卜
H
・
1
2
年
度
に
、区
の
物
品
買

入
れ
等
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
期
間
卜
1
0
月
1
9
日
㈲
～

3
0
日
應
、午
前
9
時
叩
分
～
午
後
4
時

※
土
・
日
曜
ぼ
お
よ
び
正
午
卜
午
後
1

時
后
咢

場
所

区
役
所
南
館
1
3階

大
会
議
室
B

※
駐
車
場
が
不
足
し
て

お
り
季
ゐ
で
、
車
で
の
ご
来
庁
啖

」

遠
慮
願
い
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
都
・

財
務
笳
指
定
用
紙
は
東
京
都
弘
済
会

祀
庁
都
民
広
場
地
下
)
に
て
販
売
し

て
ぃ
ま
ず

問
先
卜
智
關
約
係

催
し
物
ガ
イ
ド

第7 回

都
市
型
工
業

フ
ォ
ー
ラ
ム

「
キ
ラ
リ
企
業
写
真
集
」

参
加
企
業
を
募
翕

1
1
一
年
2
月
6
日
に
足
立
、
荒
川
、
北
、

板
橋
の
4
区
合
同
で
、
工
業
の
活
性
化

に
向
け
た
「
第
7
回
都
市
型
工
業
フ
ォ

ー
ラ
ム
」を
足
立
区
役
所
で
開
催
し
ま

す
。テ
ー
マ
は
。
コ
市
場
添
叨
胛
モ

ノ
づ
く
9
嘉
辰
す
る
～
デ
フ
レ
時
代

を
生
き
抜
く
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
汢
。

そ
の
一
環
と
し
て
、ユ
ニ
ー
ク
な
製
品

・
技
術
(
技
術
者
、職
人
も
含
む
)
な

ぐ
簒
子
る
4
区
内
の
企
業
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、写
真
集
を
作
成
し
ネ
y
。

こ
の
写
真
集
は
、フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

に
配
布
し
、
さ
ら
に
関
係
機
関
へ
の
P

B
と
し
瓦
用
」
乖
y
。
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い

。

対
象
H
足
立
区

、
荒
川

区

、
北
区

、
板
橋
区
に
本
社
も
し
ぐ
は

工
場
を
有
し

、
キ
ラ
り
と

光
る
独
自
の

技
術
、
製
品
夲
痔
っ
て
い
る
企
業
、
グ

ル
ー
プ

※
取
材
は
U

帛

を
予
定
し

て
い
嫐
y
費
用
卜
無
料
申
込
n
所

定
の
ら
募
用
紙
に
記
入
の
う
兄
、フ
ァ

ク
ス
袤
仭
諭
送
期
限
卜
1
0
月
3
0
日

申
・
問
先
卜
工
業
振
興
係
〒
1
2
0
・
8

5
1
0
中
央
本
町
―
-
1
7
j
l

圓
(
3
8
～
)
5
6
0
1

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

文
化
交
流

現
代
美
術
展

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
作
謇
ゑ
を
招
き
、

国
際
交
流
展
を
開
催
し
嫐
歹
。
日
時

卜
1
0
月
1
1
1
1
一
日
面
～
1
9
日
囲
、
正
午
～
午

後
7

時
ま
で
(

最
終
日
は
午
後
5

時
ま

で
)

場
所
卜
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用

卩
無
料

問
先
H
文
化
振
興
係

み
ん
な
お
い
で
よ
!

せ
い
ぶ
む
ら
ま
つ
り

日
時
ム
1
1月
8
日
㈲
、
正
午
卜
午
後
3

時

内
容
H
模
擬
店
/
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ

ー
/
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
/
ガ
ラ
ク
タ
市
/

展
示
ほ
か

費
用
卜
無
料

場
・
問

先
卜
西
部
遏
里館
・
老
人
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

大
人
も
子
供
も

遊
ぼ
う
よ
!

西
保
木
間

み
ん
な
の
お
ま
つ
り

日
時
バ
1
0丹
2
5日
㈲
、
午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
L
時

内
容
H
模
擬
店
/
く
じ

引
き
/
ガ
ラ
ク
タ
市
ほ
か

費
用
卜
無

料

場
・
問
先
H
西
保
木
間
児
童
鰓

(
3
8
8
4
)
・
-
1
1
4

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン

大

作

戦

綾
瀬
川
を
さ
れ
い
な
川
に
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
都
立
東
綾
瀬
公
園
で
行
い

零
y
。
こ
の
催
し
は
「
綾
瀬
川
清
流
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1地
域
協
議
会
」
が
主
催

し
、
綾
瀬
川
流
域
の
区
市
で
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

足
立
区
は
葛
飾
区
夊
局
で
、
建
設

省
や
恵
示
都
な
ど
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、

環
境
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
く
の
区
民

参
加
で
行
い
毒
す
。
パ
ネ
ル
展
示
・
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
も
あ
2

手

。
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
八
…一月
2
5

日
旧
、
午
前
1
0時
3
0分
1
午
後
2
時
3
0

分

場
畊
卜
東
綾
瀬
公
園

問
先
卜
環

境
課
調
査

(
3
8
8
)
5
3
7
5

地
域
指
導
者
養
成
講
座

「
冒
険
と
安
全
」

子
ど
も
と
野
外
活
励

秋
冬
編

日
時
等
卜
表
5

場
所
H
青
年
セ
ン
タ

ー

対
象
卜
1
6歳
以
上
で
青
少
年
団
体

飫
勦

、
青
少
年
教
竟

莇
等
に
榱
わ
っ

て
い
る
方
、
吏
ほ
興
味
・
関
心
の
あ

る
方

定
員
卜
5
0人

費
用
=
無
料

申
込
卜
電
話

期
限
H
1
1月
9
日

申

・
問
先
卜
少
雲
晟
係

表5 地域指導者養成講座日程

※ いずれも木曜日、時間は午後7 時～9 時

第2 期
「
足
立
区
あ
ら
か
わ

市
民
会
議
」

参
加
者
募
集

区
と
建
設
省
は
荒
川
の
苳
り
べ
き
姿

の
実
現
に
向
け
、
区
民
の
暈
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
場
と
し
て
「
足
立
区

あ
ら
か
わ
市
民
会
議
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
荒
川
の
新
し
い
川
づ
く
り
に
I

緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期

間
日
1
0年
1
2月
か
ら
2
年
間

対
象
目

辺
苡
上
の
区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員
卜
1
5人
程
度

申
込
卜
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
凡
、

作
文
[
荒
川
へ
の
思
い
」
徊
字
程
度
)

を
郵
送

期
限
卜
1
0月
3
0日
消
印
有
効

申
・
問
先
卜
計
画
調
整
課
計
回

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り
と
水
上
バ
ス
の
旅

・
区
内
旆
設
め
ぐ
り
(
観
光
バ
ス
)

日
時
H
1
1
月
1
0
日
㈹
、午
前
9
時
、区

役
所
正
面
入
口
軣
[
内
容
卜
郷
土
博

物
館
、花
畑
大
鷲
神
社
、都
市
農
業
公

園
、都
立
`
で
(
公
園
の
見
学
対
象
H

観
光
協
会
会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在

住
の
方
定
員
H
4
0
人
(
抽
選
)
費

用
u
マ
観
光
協
会
会
員
:
i
千
5
0
0
円
マ

会
員
家
族
・・・
2
千
円
Σ

般
・・・
2
予
5
0
0

円
(
当
日
現
地
で
支
払
い

、
昼
食
付
)

申
込
H

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
署
全
員
の

氏
名

、
年
齢

、
住
所

、
電
話
番
号
、
会

員
・
会
員
家
族
こ

般
の
別

、
「
区
内
施

設
め
ぐ
り
希
望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ

ー
枚
で
丈

ま
で
申
し
込
み
可

・
水
上
バ
ス
の
旅
あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ

日
時
卜
1
1
月
1
3
日
窗
、午
前
1
0
時
～
午

後
1
時
場
所
よ
洫
曙
町
船
着
場
～

吾
妻
橋
(
隅
田
川
)
～
両
国
笂
ど

き
橋
～
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
ト
青
海

桟
橋
卜
薩
(
青
海
公
園
・
テ
レ
コ
ム
セ

ン
タ
ー
自
由
見
学
)
卜
勝
ち
ど
き
橋
～

千
住
曙
町
船
着
場

対
象

筅
協
会

会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員
卜
1
3
0
人
程
度
(
圸
逎
)

費
用
ト

マ
観
光
協
会
会
員
・
=
3千
円
マ
会
員
家

族
・
:
3千
5
0
0円と

般
…
4
千
円

爲

日
現
地
で
支
払
い
、
昼
食
付
)

申
込

卜
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名

年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、

会
員
・
会
員

家
族
こ

般

の
別
、
百

月
リ
バ
ー
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ

希
望
」
と
明

記

※
(
ガ

キ
ー
枚
で
3

人
ま
で
申
し
込
み
可

―

い
ず
れ
も
卜卜

″
暦
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、

氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。重

複
申
込
は
無
効
期
限
卜
1
0
月
2
0
E
消

印
有
効
申
・
問
先
u
観
光
協
会
(
産

業
振
興
課
内
)
〒
洵
一
・
8
5
1
a
中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の

催

し

・
女
性
大
学
公
開
講
座
「
女
性
と
労
働
-

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ー
(
Iフ
ス
メ
ン
ト

上
女
性
が
働
く
環
境
に
は
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル

ー
(
ラ
ス
メ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る

ぶ
つ
に
ま
だ
ま
だ
多
く
の
障
害
が
あ
り

ま
す
。
女
性
、
男
性
と
石
に
働
き
や
す

い
社
会
を
考
兄
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
卜
1
0月
2
8日
團
、
午
後
6
時
4
5分
～
8

時
茆
分

講
師
卜
中
山
千
夏
氏
(
作

家
)

定
員
卩
4
0人

申
込
卜
1
2日
か

ら
電
話
で
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

圏
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
8あ
だ
ち

「2
1世
紀
の
光
と
風
の
中
ヘ
ー
女
性
が

拓
く
ま
ち
・
未
来
よ

日
時
八
‥
一
月
7
日
出
、午
前
1
0
時
1
午

後
4
時
/
8
日
旧
、午
前
1
0
時
～
午
後

5
時
内
容
卜
表
4
※
2
ど
蘰
の

お
子
六
ん
の
保
育
を
行
い
ま
す
(
7
日

午
後
L
時
3
0
分
～
4
時
/
8
日
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時
)

i

い
ず
れ
り
卜
卜

場
・
申
・
問
先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

(
a
8
0
)
5
2
2
`
』

表4 女性フェスティバルあだち' 98日程

掲
示
板

・
地
方
分
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「新
し
い

東
京
ヘ
ー
都
民
が
築
く
分
権
型
社
会

―
-
」

日
時
卜
扨
公
日
㈹
、
午
後
1
時
1
5分

場
所
卜
都
庁
大
会
議
場

内
容
卜
講

演
(
藤
原
房
子
氏
)
/
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

錮
島
俊
之
后
は
か
)
申

込
卜
電
話
。
手
話
通
訳
の
必
要
な
方
、

車
イ
ス
ご
利
用
の
方
は
お
申
し
出
を

申
・
問
先
卜
都
ふ
霧
蔦
地
方
分
権
推

進
課

　
(
5
3
8
8
)
2
4
6
9

囲
(
5
3
a
)
1
2
5
4

・
1
0月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で

す
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
一
糯
そ
加
入
し
木
尻

労
災
事
故

・
失
罘
し
た
と
き
、
育
児
休
業
時
の
給

付
金
の
支
給
な
ど
、
労
働
者
の
力
に
な

る
大
切
な
保
険
で
尻

一
人
で
も
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
加
入
し

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立(

3
8
7
入
u
)
8
6
0
Q
J

足
立
労
働
基
準
監
督
署

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

み んなの
ペ ージ

募集中!

毎月10日号のみんなのページ。イラストや
写真、まちの話題を募集中です。申込= ハガ
キに住所、氏 名、年齢( 学年) を明記 申・
問 先==広 報係 〒120- 8510 中央 本町1- 17- 1

▲ 「七五三 のときの絵」

田村未来さん( 竹の塚小2 年)
▲ 受験勉強 、頑張ります。
ペン ネームパンダさん( 江南中)

▲ 「実 りの秋」
比企隆一さん( 千住中居町)

□ 10 月10日 「足 立60景( 第4 集) 」 絵入 りハガ 牛 発売! 　 販 売場 所= 区民 ま つり会 場、区内 全郵 便局　絵 柄= 元渕江 公園/ 千 住大 橋/ 第七 地区 地域
まつり ほか　原 画 ・汞沢 まこと氏　 価格=1 セット( 5 枚入り) 250 円　 問先= 足 立郵便 局 　5244- 0380
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A - Fe s t a' 98
通 信

10
月10 日(土) 11日(日)

本日10日と
11日開催! !

今
年
の
あ
だ
ち
ま
つ
り
の
お
も
し
ろ

イ
ベ
ン
ト
は
、
大
道
芸
/
紙
芝
居
/
風

船
細
工
/
縁
日
/
野
点
(
の
だ
て
)
/

変
わ
り
自
転
車
な
ご
な
ど
。
あ
と
は
、

区
民
ま
つ
見

蕩
・
森
の
広
場
に
来
て

の
お
楽
し
み
!

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

区
内
公
共
施
設
や
区
民
ま
つ
り
会
場
に

あ
ひ
ま
す

場
所
卜
元
茵
阯
公
園
/
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ノ
都
立
悍
湍

校
/
北
千
住
駅
西
口
駅
前
広
場

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
( 6)

保
木
間
公
園

カ
キ
ー
ン
M

「
ナ
イ
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」

威
勢
の
い
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の

は
、
保
木
間
公
園
。
日
光
街
道
沿
い
、

足
立
北
郵
便
局
の
と
な
り
に
あ
る
こ
の

公
園
に
は
、
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
お

り
、
た
く
竒
叺
y
人
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

特
徴
は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
石
段
で
す
。

こ
れ
が
、
ち
ょ
う
ど
ざ
二
観
客
尹

の
ぶ
っ
に
な
っ
て
い
る
の
で
y
。

草
野
球
や
少
年
野
球
に
は
、
プ
ロ
野

球
と
は
ち
が
っ
た
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
度
の
休
日
に
は
、
草
野
球
な
ら
で
は

の
珍
づび
I

・
好
プ
レ
ー
を
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
裏
で
観
戦
し
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
憩
い
の
場
所
は
ど
こ
で
し

ょ
う
か
。(

広
報
課
)

竹
の
筱
3
1
8
東
武
バ
ス
(
竹
の
筱

駅
～
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
～
綾
瀬

駅
間
)
保
木
間
公
園
下
車
徒
歩
L
分

子
供
た
ち
に
大
人
気
の
遊
具
も

あ
り
ま
す

学
童
保
育

慟
く
親
の
子
育
て
講
座

「
子
ど
も
の
心

親
の
心
」

僣
卮

が
ら
の
子
育
て
に
、
毎
日
を

忙
し
ぐ
奮
闘
し
て
い
る
お
父
さ
ん
お
母

齏
へ

心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
子
育

て
が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
ぶ
刄
讒
座

混
賈
汞
す
。
更
お
よ
い
会
場
に
お

出
か
け
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
等
日
表
1

対
象
=
主
に
小
幸
生
の
父
母
と
、
地
域

で
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
る
方

費
用

卜
無
料

申
込
日
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
住
区
推
進
課

(
3
肖
O
)
5
1
1
1

㈹

表1 働く親の子育て講座日程

※ いずれも土曜日、お子さんの保育を行います

スケッ チあだち このコーナ ーではまちの情報・話題を

お待ちし ています。

問 先= 広報 係 　3880- 5111 ㈹

自
分
た
ち
で
避
難
所
開
設

足
立
区
総
合
防
災
訓
練

今
年
度
、
区
は
8
月
2
9日
か
ら
9

月
6
日
を
防
災
訓
練
強
化
期
間

に
指
定
し
、
こ
の
期
間
中
に
梅
島

第
一
小
ほ
か
7
校
で
、
回
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
埋
設
式
ト
イ
レ
の
組
み
立

て
や
、
ア
ル
フ
ァ
米
黔
便
つ
た
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
、
過
去
に
経
験

の
琴
哭
蕩
で
は
、
前
回
よ
り
も

手
際
よ
く
訓
練
が
進
行
で
き
た
と
9

戸
が
聞
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
災
害
に
対
す
る
訓
練
の

大
切
さ
が
わ
か
ひ
零
歹
ね
!

▲ 協力して、見る間に完成した埋
設トイレ

流
れ
作
業
で
、
ア
ル
フ

ァ
米
の
パ
ッ
ク
の
山
が

今
年
の
8
月
か
ら
備
蓄

さ
れ
た
最
新
式
の
調
理
レ

ン
ジ

あ
あ
お
も
し
ろ
い
虫
の
こ
え

興
本
小
学
校
(
小
川
正
伯
校
長
)
で
は
、
ス
ズ
ム
シ
、
キ
リ
ギ

リ
ス
、
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
、
ク
ツ
ワ
ム
シ
、
ウ
マ
オ
イ
な
ど
の
秋

の
虫
を
飼
育
し
、
子
供
た
ち
に
大
人
気
。
キ
リ
ギ
リ
ス
や
ク
ツ
ワ

ム
シ
は
卵
も
生
ん
で
い
ま
ま
。こ
れ
は
、
本
物
の
虫
の
声
を
聞
か

せ
た
い
と
、
ス
ズ
ム
シ
を
茆
か
ら
育
て
た
経
験
の
あ
る
柳
楽
和
子

教
頭
が
郊
外
で
採
集
し
て
き
た

も
の
で
す
。
「『
虫
の
声
』
に
歌

わ
れ
て
い
る
虫
が
そ
る
つ
に
は
、

マ
ツ
ム
シ
が
い
ま
せ
ん
。
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
」
と
校
長
先

生
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

連
絡
先
卜
興
本
小
学
校

(
3
8
9
0
)
7
1
0
4

ウ
マ
オ
イ

エ
ン
マ
コ
ウ
ロ
ギ

キ
リ
ギ
リ
ス

ス
ズ
ム
シ

ク
ツ
ワ
ム
シ

永沢まことさん　トークショー
9 月13 日( 日)

郷土博物館では、8 月2 日から9 月2( )
日まで、あだち広報エクスプレ スで

おなじ みの永沢まことさんの 「足立60
景」絵画展が開かれました。そし て9
月13日には、永沢まことさんのト ーク
ショーがありました。足立区で生まれ
育ったころの思い出や、絵を描くこと
の素晴らしさなど、楽しく興味のある
話題でいっぱい。訪れた多くの人が充

実し た時間を 過ごせまし た。「絵を描
こうと身構えず、気軽な気持ちでスケ

ッチすることから始めてみては」とい
う永沢さんのひとこと。あ なたもこれ
を機会にスケッチはじ めてみませんか。

笑
い
を
通
し
て
健
康
を

高
齢
者
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

「ね
た
き
り
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し

て
「
高
齢
者
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
笑
い
と
健
康
～

」
が
9
月
9
日
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
で
開
か
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
お
年
寄

具
若
約
千
聊
人
。

漫
才
コ
ン
ビ
「
B
&
B

」
の
漫
才
で
始
ま

り
、
全
員
大
爆
笑
。

そ
の
後
、
地
域
活
動

発
表
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

で
健
康
に
及
墜
灸

い
の
効
用
を
披
露
し

ま
し
た
。

▲ みんなで楽しく ストレッ
チ体操

▼
巧
み
な
話
術
で

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
(

落
語
コ
ー
ナ
ー
)

交通安全は確かな技術から 9
月
2
3日
祝
、
足
立
市
場
で
千
住
警
察
署
に
よ
る
自

転
車
競
技
・
オ
ー
ト
バ
イ
実
技
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
少
年
団
に
よ
る
目
転
車
競
技
は
、
子
ど
も
た
ち
の

高
い
技
術
力
で
、
―
回
で
は
順
位
が
つ
け
ら
れ
な
い
大

接
戦
。
オ
ー
ト
バ
イ
実
技
訓
練
も
八
の
宰
走
行
や
パ
イ

ロ
ン
走
行
で
、
技
術
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、

飛
び
出
し
事
故
を
再
現
U
た
衝
突
実
験
で
は
、
車
に
ひ

か
れ
た
人
形

が
グ
シ
ャ
グ

シ
ャ
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち

は
事
故
の
恐

さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

ごみを減らし、地球環境を救おう

北野教授講演会
あ
だ
ち
再
生
館
の
オ
ー
プ
ン
ー
周
年

を
記
念
し
、
9
月
4
日
、
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル
に
て
テ
レ
ビ
番
組
で
も
お
な
じ

み
の
北
野
大
教
授
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
寓
し
た
。
演
題
は
「
地
球
環
境
啻
双

う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
」。

私
た
ち
の
生
活
の
甲
で
、
い
か
に
ご

み
を
減
ら
す
か
に
つ
い
て
は
、
①
ご
み

の
原
因
を
リ
ヒ
ュ
ー
ズ
(
拒
否
す
る
)

②
び
ん
な
ど
を
リ
ユ
ー
ス
(
繰
り
返
し

使
う
)

③
リ
サ
イ
ク
ル
(
再
利
用
、

再
囂
犀
化
)

が
大
切
と
の
お
話
が
あ

り
洫
し
た
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
足

立
区
の
北
野
教
授
。
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
楽
し

い
語
り

※ 北野教授のご厚意により 、サイ
ン入り色紙を抽 選で1 名の方にプ
レ ゼントし ます。ハガキに住所、
氏名、年齢、電 話番 号、「色紙希
望j を明記し、広報紙への感想な
ど を添えて広報係 まで( 10 月23日
必 着) 〒120- 8510 中 央 本 町1- 17- 1

花 だ より

薔 薇

一
口
に

ぼ
ら
″
と
い
っ
て
も
、
種

類
が
多
く
、
木
ば
ら
、つ
る
ば
ら
、
大

輪
種
、
中
軸
房
咲
種
、ミ
ニ
チ
ュ
ア
等

が
あ
り
、
現
在
、
日
本
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
園
芸
品
種
は
約
3
千
は
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
色
彩
的
に
も

豊
か
で
、
黒
紅
か
ら
赤
、
朱
紅
、
戛
桃
、

サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
、
黄
、
白
と
、
最
近

は
藤
色
系
の
も
の
ま
で
大
変
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
で
い
求
罵

香
り
の
強
い
品

種
も
多
く
、
一
輪
で
部
屋
中
が
香
ひ
で

む
せ
か
え
る
も
の
さ
え
あ
ひ
ま
す
。

花
期
が
長
く
、
5
月
か
脅
‥
一
月
ま
で
、

冬
啻
朕
い
て
年
中
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

求
y
。
春
は
特
に
豪
華
に
咲
き
ま
す
か
、

1
0丹
中
旬
か
ら
1
1一
月
中
旬
に
か
け
て

、

秋
の
澄
ん
だ
気
侯
の
も
と
で
は
、
花
色

が
冴
え
て
花
持
ち
か
い
い
の
が
特
徴
で

す

。
ば
ら
の
見
ら
れ
る
公
園

青
和
ば
ら
公
園
(
青
#
3
1
1
8
)

※
公
園
の
草
花
腓
ひ
ん
な
の
も
の
で
す
。

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
(
公
園
緑
地
課
》

絵: 田村徳子さん( 島 根一丁 目)
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